
日々の児童の様子を学校ホームページにアップしています。ぜひ、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

41 日間の長い夏休みが終わりました。8 月 29 日(金)には元気な子供たちの声が校舎内や校庭に響き、活

気にあふれた、本来の学校の姿が戻ってきました。9月に入っても暑い日が続いていますが、子供たちは本

当によく頑張っています。学校では運動会に向けて動き始めていますので、熱中症予防に努めながら日々の

教育活動に取り組んでいきたいと思います。 
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宇都宮市立雀宮中央小学校 

発行責任者 細井三知代 

明るく元気でがんばる子ども（元気） 

進んで学びよく考える子ども（やる気） 

心豊かで思いやりのある子ども（思いやり） 

合言葉「元気 やる気 思いやりのある 雀央っ子」 
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 バラエティーに富んだ楽しい給食                  

 学校では、季節や行事に合わせた特別献立の給食を提供しています。9月は 3回あります。 

9/ 8(月) 宮っ子ランチ（梨） 

 麦入りご飯、牛乳、鶏肉のバーベキューソース焼き、小松菜とじゃこの炒め物、かんぴょうの味噌汁 

   ※これがなぜ梨のメニューなのかというと、バーベキューソースに梨を使っているからです。 

9/12(金) 2025世界陸上大会応援給食 

ドックパン、牛乳、ジャークチキン、コロネーションサラダ、シニガン風スープ、抹茶豆乳プリン 

  ※ジャマイカ、イギリス、フィリピン、日本の料理を集めたワールドワイドな献立です。 

9/19(金) お彼岸給食 

麦入りご飯、牛乳、サワラの紅葉漬け、おひたし、おくずかけ、おはぎ 

  ※「おくずかけ」は宮城県で食べられている精進料理で、お盆やお彼岸に食べるそうです。 

  ※秋のお彼岸にはご先祖様に「おはぎ」をお供えします。春のお彼岸には「ぼたもち」ですが、 

基本的に同じ食べ物です。季節、あんこの種類、形状、米のつき具合に違いがあるそうです。 

 9月 1日は「防災の日」                      

 防災の日は、毎年 9月 1日に制定されている「自然災害に対す 

る備えや意識を高めること」を目的とした日です。台風、豪雨、                  

豪雪、洪水、高潮、地震、津波などの災害についての認識を深め、 

それらに対処する心構えと備えをするためのものです。 

 学校では保健室の廊下に「みんなの命を守る救急・防災」のコ 

ーナーが設けられ、休み時間には子供たちが集まってクイズに挑 

戦するなどして楽しみながら防災について学んでいます。 
 

 また、9月 10日(水)2校時には、竜巻が学校の南側から急接 

近しているという想定のもと、避難訓練が行われました。教室 

では窓のかぎをかけてカーテンを閉め、出入り口のドアも閉め 

ます。子供たちは机を壁際に寄せて身の安全を守る姿勢を取っ 

ていました。今回は自教室での訓練でしたが、担任が事後指導 

を行い、校庭や体育館、廊下などにいた場合にはどうすればよ 

いかを子供たちに考えさせていました。 

 

 

 



【おしらせ】 10月 18日(土) 令和 7年度運動会（午前中開催） 

年々児童数が減少していることから、これまで 3色対抗だった運動 

会を今年度から赤白の 2色対抗に変更しました。子供たちは一生懸命 

がんばりますので、赤組 VS白組の真っ向勝負をご期待ください！ 

 

「学校のチャイム」の話 

雀央小のチャイムは 1日に 12回（ロング昼休みの日は 11回）鳴っています。朝の活動開始時、1～6

校時の授業開始時、業間活動終了時、給食・歯磨き終了時、昼休み終了時、16：40の終業時です。 

チャイムを鳴らす／鳴らさないは学校裁量です。「他校はどうなっているのだろう？」と気になり、先

日、市内 69の小学校のうち 21校の校長先生・副校長先生にチャイムの回数等について調査を実施しま

した。その結果、次のようなことが分かりました。 

・すべての区切りでチャイムを鳴らしているのは 13校 

・何らかの形で間引いて回数を少なくしているのは 8校 

（一番少なくて 3回 ～ 多くて 14回） 

→ このうち、2学期からノーチャイムに移行する学校が 1校あり 

他県では、ノーチャイム制を取っている小中学校も多いと聞きます。時間を意識して行動する力を身

に付けさせ、時間を守る大切さを学ばせることを目的として、チャイムをあえて鳴らさないというもの

です。実際には、そうした教育的な目的に加え、近隣住民への配慮という理由もあるようです。 

ちなみに本校では、平成 30年度に日課の大幅な見直しがあり、その時にチャイムの数を整理したよう

です。過去の会議録などを紐解いて調べてみたのですが、それ以外の詳しいことは分かりませんでした。

もし、経緯をご存じの方がいらっしゃいましたら、ぜひ校長までご一報ください。 

 

 
 

 暑さによる日課等の変更 ～熱中症は「命」に係わる重大な問題です～       

 9月 2日(火)、校庭での昼の計測で気温 42.6℃、暑さ指数 33.1の猛烈な暑さのため、昼休みの外遊

びを禁止としました。その後しばらく気温が下がらない予報でしたので、「子供たちを歩いて帰らせる

わけにはいかない」と判断し、雀央小では保護者への児童引き渡しを実施しました。 

 今後、まだ暑い日が続くようです。また、いつゲリラ豪雨や雷などで学校留め置きや児童引き渡しが

あるか分かりませんので、ここで対応についての用語を確認しておきたいと思います。 

「学校留め置き」とは 

雨や雷、強風等が収まるまで、児童を学校で待機させるものです。雨雲レーダーなどの情報を確認 

しながら、危険度が下がったと判断した時点で下校を開始します。 

 ※学童（げんきっ子）と放課後デイサービス利用の児童は留め置きせず、通常通りに行かせます。 

※下校の判断を待たずに保護者のお迎えも可とすることがあります。 

  ※天候の回復が見込めない場合には、保護者への引き渡しに移行することがあります。 

※その日の具体的な対応については「さくら連絡網」でお伝えします。 

「児童引き渡し」とは 

保護者のお迎えを基本とするもので、児童だけで徒歩での下校はできません。 

  ※緊急引き渡しカードに記載の方なら、保護者以外の方もお迎えに来ていただけます。 

  ※保護者同士の了解が得られていれば、ご近所のお子さんも一緒に引き渡すことができますが、必 

ず学校にご一報ください。その場合は、交通事故等に十分注意してください。 

 


